
 

 
 

ふるさとの会では、都内の各地域にサポートセンターを設置し、生活困窮状態にある若年者などにむけた

総合相談・訪問支援を行っております。様々な生活課題、心身の疾病や障害など自立を阻害する要因を抱

えた相談者に適切な支援を提供するためには、福祉・医療・介護・行政サービス等の制度・法律や、援助技

術を学ぶ必要があります。福祉資格の有無に限らず、社会福祉を志す熱意のある職員を法人独自の研修制

度により育成し、また、ケアマネジメントマニュアルに沿った、ケア検定制度を設けることにより、

段階に応じた職員育成を行っております。 

 

 

生活困窮者の総合相談・訪問事業を担う職員を研修・育成しています 

39 項目の初任者研修 
・保健師監修（ＮＰＯ法人すまい・まちづくり支援

機構・的場保健師）による「ケア研修」を年に 2

回実施。福祉・医療などの制度理解、疾病・障

害など対象者の理解、社会サービスのコーディ

ネートから、日常生活支援の技術まで学びま

す。 

 

第一線で活躍する講師 

を招いた学習会 

・福祉や医療の専門家・学識経験者など、第一線で

活躍する講師を定期的にお招きし、講演会や学習会

を開催しています。 
(前回は、滝川一廣氏（学習院大学文学部心理学科教授）をお

招きしました、次回は、「刑事施設後の地域生活支援に関する

連続講座」を開催します) 

全職員を対象に学習会 的場保健師による講義 

ＮＰＯ法人自立支援センターふるさとの


